



































Accociaçāo Nippo Brasileira do Bairro de Raposa : A Surviving Local Relationship among 







































































































































は 76戸を数えたが、1940年に 58戸、58年に 34戸、1964年に 29戸と減少していた（レジストロ






















































旅行「レジストロお茶の道、ブラジルのお茶の都（Rota do Chá em Registro, Capital do Chá no Brasil）」
の一環であった。この企画旅行では、国内各地の茶業関係者や愛好家をレジストロに集め、生産者


















































































　仁戸田は 1880年（明治 13年）2月 5日に佐賀城下（佐賀市水ヶ江町）の士族の家に生まれた。








































































































































































ジルの国民教育運動は、4月に愛鳥日（Festa das Aves）、9月に愛樹日（Festa das Árvores）を設け、
































































































































坪治助は身の危険を感じて家族を引き連れてサンパウロ市に転居（Omuro 2015, p. 166）、第四部の
教会学校で日本語を教えていた聖公会伝道師の磯清は、1942年 6月に退去命令を受けてやはりサ


















































































表 1　第 20回第五部同窓会参加者（2017 年 5月 21日）
生年 参加理由 生年 参加理由
TS 1927 夫が仁戸田生徒 TI 1950 父が仁戸田生徒、本人が第五部学校
KM 1929 本人が第五部学校 IH 1951 夫が第五部学校
OY 1931 本人が第五部学校 TH 1951 父が仁戸田生徒、本人が第五部学校
ST 1931 本人が第五部学校 YK 1951 本人が第五部学校
SY 1933 夫が仁戸田生徒、本人が第五部学校 DE 1952 夫が第五部学校
TM 1933 夫が第五部学校 KE 1952 本人が第五部学校
ME 1934 父が仁戸田生徒、本人が第五部学校 KJ 1952 妻が第五部学校
IY 1936 本人が第五部学校 KI 1953 本人が第五部学校
NS 1936 本人が第五部学校 FJ 1955 友人が第五部学校
MP 1939 父が仁戸田生徒、本人が第五部学校 ON 1957 本人が第五部学校
NS 1939 本人が第五部学校 SE 1958 本人が第五部学校
NT 1941 本人が第五部学校 MH 1959 本人が第五部学校
DT 1942 本人が第五部学校 TC 1960 父が仁戸田生徒、本人が第五部学校
DM 1945 本人が第五部学校 IL 1961 母が第五部学校
CH 1946 親族が第五部学校 ID 1961 父が仁戸田生徒、母が第五部学校
MH 1946 本人が第五部学校 OM 1965 本人が第五部学校
DK 1947 本人が第五部学校 NR 1966 本人が第五部学校
CM 1948 本人が第五部学校 GE 1969 友人が第五部学校
DA 1950 夫が第五部学校 UJ 1979 妻が第五部学校





































































































































































































































（13）州法第 1750号（1920年 12月 8日）第 3編第 4条に 9歳から 10歳を義務年齢とし無償の初等教育
をおこなうとある（サンパウロ州議会ウェブページ　https://www.al.sp.gov.br/repositorio/legislacao/
lei/1920/lei-1750-08.12.1920.html）。
（14）州法代 1579号（1917年 12月 19日）第 30条（サンパウロ州議会ウェブページ https://www.al.sp.
gov.br/repositorio/legislacao/lei/1917/lei-1579-19.12.1917.html）。






頁）。学校から半径 2キロメートル内の児童数 120人以上で 3学級以上の運営がレウニーダス校への昇
格条件であり、児童数 300人以上 8学級以上がグルッポ校への昇格条件であった（州令第 4101号
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